
第三中学校区の適正配置案

R03.01.29版



学校統合
案(20)

星田
小学校
敷地

・課題①及び②が解消される。
・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。
・通学距離が延びる地域がある。（最長約2.0km）
・課題③が残る。

学校統合
案(21)

妙見坂
小学校
敷地

・課題①及び②が解消される。
・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

・通学距離が延びる地域がある。（最長約1.5km）（星田5丁目などの地域では、
すぐ近くにある旭小学校を通過しての通学になる。）
・課題③が残る。

学校統合
案(22)

星田
小学校
敷地

・課題①及び③が解消される。
・学校間の距離が近接しているため、通学距離が大きく延びる地域がない。（最長約2.2km）

・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。
・課題②が残る。

学校統合
案(23)

旭
小学校
敷地

・課題①及び③が解消される。
・学校間の距離が近接しているため、通学距離が大きく延びる地域がない。（最長約2.0km）
・隣接する旧給食センター敷地（1.322㎡）の活用が可能。

・課題②が残る。

学校統合
案(24)

妙見坂
小学校
敷地

・課題②及び③が解消される。
・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.6km）（星田4丁目や星田6丁
目などの地域では、すぐ近くにある星田小学校を通過しての通学となる。）
・他の小学校区をまたいでの、または、迂回しての通学となる地域がある。
・課題①が残る。

学校統合
案(25)

旭
小学校
敷地

・課題②及び③が解消される。
・隣接する旧給食センター敷地（1.322㎡）の活用が可能。

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.4km）
・他の小学校区をまたいでの、または、迂回しての通学となる地域がある。
・課題①が残る。

学校統合
案(26)

星田
小学校
敷地

・課題①、②及び③が解消される。
・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.2km）
・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。
・（新）小学校で一時的に適正規模を上回る見込みである。

学校統合
案(27)

妙見坂
小学校
敷地

・課題①、②及び③が解消される。
・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.6km）
・（新）小学校で一時的に適正規模を上回る見込みである。

学校統合
案(28)

旭
小学校
敷地

・課題①、②及び③が解消される。
・隣接する旧給食センター敷地（1.322㎡）の活用が可能。

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.1km）
・（新）小学校で一時的に適正規模を上回る見込みである。

学校統合
案(29)

1)妙見坂小学校区と星田小学
校区の一部を統合

2)旭小学校区と星田小学校区
の一部を統合

1)妙見坂
小学校
敷地

2)旭
小学校
敷地

・課題①、②及び③が解消される。
・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。
・旭小学校敷地は、隣接する旧給食センター敷地（1.322㎡）の活用が可能。
通学距離が大きく延びる地域がない。（最長約2.0km）

・地域コミュニティに大きな影響を与えるおそれがある。

学校統合
案(30)

1)星田小学校区と妙見坂小学
校区の一部を統合

2)旭小学校区と妙見坂小学校
区の一部を統合

1)星田
小学校
敷地

2)旭
小学校
敷地

・課題①、②及び③が解消される。
・旭小学校敷地は、隣接する旧給食センター敷地（1.322㎡）の活用が可能。

・地域コミュニティに大きな影響を与えるおそれがある。
・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。
・通学距離が延びる地域がある。（最長約2.0km）

学校統合
案(31)

1)星田小学校区と旭小学校区
の一部を統合

2)妙見坂小学校区と旭小学校
区の一部を統合

1)星田
小学校
敷地

2)妙見坂
小学校
敷地

・課題①、②及び③が解消される。
・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

・地域コミュニティに大きな影響を与えるおそれがある。
・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。
・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.6km）

小中学校
統合案
(10)

星田小学校・妙見坂小学校・
第三中学校を統合

第三
中学校
敷地

・課題①及び②が解消される。
・第三中学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

・通学距離が延びる地域がある。（最長約1.5km）（星田7丁目などの地域では、
すぐ近くにある(新）小中学校を通過しての通学となる。）
・課題③が残る

小中学校
統合案
(11)

第三
中学校
敷地

・課題①、②及び③が解消される。
・第三中学校敷地は比較的敷地面積が大きい。
・小中一貫教育の成果を認識しやすい教育環境が確保できる。

・通学距離が延びる地域がある。（最長約2.0km）
・（新）小中学校のうち、小学校部分で一時的に適正規模を上回る見込みであ
る。

小中学校
統合案
(12)

星田
小学校
敷地

・課題①、②及び③が解消される。
・小中一貫教育の成果を認識しやすい教育環境が確保できる。

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.2km）
・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。
・（新）小学校で一時的に適正規模を上回る見込みである。

小中学校
統合案
(13)

妙見坂
小学校
敷地

・課題①、②及び③が解消される。
・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。
・小中一貫教育の成果を認識しやすい教育環境が確保できる。

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.6km）
・（新）小学校で一時的に適正規模を上回る見込みである。

小中学校
統合案
(14)

旭
小学校
敷地

・課題①、②及び③が解消される。
・隣接する旧給食センター敷地（1.322㎡）の活用が可能。
・小中一貫教育の成果を認識しやすい教育環境が確保できる。

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.1km）
・（新）小中学校のうち、小学校部分で一時的に適正規模を上回る見込みであ
る。

メリット デメリット
統合後の
学校の
位置

案名称

現状の課題
（星田駅北の影響によ
り、解消される見込み
の課題は、取り消し線

により記載）

学校の適正配置までの動き

①
将来的な
星田小学校の
小規模化

②
将来的な
妙見坂小学校の
小規模化

③
将来的な
旭小学校の
小規模化

④
学校施設の
老朽化
（特に、星田小学
校施設の老朽化
が進んでいる。）

※④については、
学校の適正配置
を検討する際に、
校区変更や学校
統合などの時期
の検討に関わり
がある。
施設の改修につ
いては、管理計画
で検討する。

星田小学校・妙見坂小学校
を統合

星田小学校・旭小学校
を統合

妙見坂小学校・旭小学校
を統合

星田小学校・妙見坂小学校・
旭小学校を統合

星田小学校・妙見坂小学校・
旭小学校・第三中学校を統合

第三中学校区の適正配置案
校区図（令和2年現在）

～第三中学校区の課題～

※学校施設については、星田小学校、妙見坂小学校、
旭小学校、第三中学校のすべての学校施設が築後
40年以上経過する校舎棟があるなど、老朽化が
進んでいる。

妙見坂小学校

将来的に小規模化する見込みである。

旭小学校

将来的に小規模化する見込みである。

星田小学校

将来的に小規模化する見込みである。

校区図（令和３年４月以降）

一番左の列の「案名称」に斜線のある配置案は、赤字で記載のデメリットを含んでいる。

学校規模適正化基本計画において、教育環境上望ましくないと考えられるデメリットで、第三中学校区の学校適正配置案では、以下の①②がある。

【 斜線のある配置案について 】

【 赤字で記載のデメリットについて 】

①児童の通学上、他の学校施設のすぐそばを通過して、遠くの学校へ通学するような場合

②児童の通学上、他の小学校区をまたいでの通学、または、他の小学校を大きく迂回して通学するような場合

学校適正配置案



学校統合案(20)(21)(22)(23)
学校統合案（20） 学校統合案（21）

メリット

デメリット

メリット

デメリット・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。

・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

・通学距離が延びる地域がある。（最長約2.0km） ・通学距離が延びる地域がある。（最長約1.5km）
（星田5丁目などの一部の地区では、すぐ近くにある旭小学校
を通過しての通学になる。）

・将来的な星田小学校及び妙見坂小学校の小規模化が
解消される。

・将来的に旭小学校が小規模化する見込みである。

・将来的に旭小学校が小規模化する見込みである。

・将来的な星田小学校及び妙見坂小学校の小規模化が
解消される。

学校統合案（22） 学校統合案（23）

メリット

デメリット

メリット

デメリット・星田小学校敷地は敷地面積が小さい。

・将来的な星田小学校及び旭小学校の小規模化が解消される。

・将来的に妙見坂小学校が小規模化する見込みである。

・学校間の距離が近接しているため、通学距離が大きく
延びる地域がない。（最長約2.2km）

・将来的に妙見坂小学校が小規模化する見込みである。

・学校間の距離が近接しているため、通学距離が大きく
延びる地域がない。（最長約2.0km）

・隣接する旧給食センター敷地（1.322㎡）の活用が可能。

・将来的な星田小学校及び旭小学校の小規模化が解消される。

【概要】星田小学校と妙見坂小学校を統合し、星田小学
校敷地に新しい学校を設置

【概要】星田小学校と妙見坂小学校を統合し、妙見坂小
学校敷地に新しい学校を設置

【概要】星田小学校と旭小学校を統合し、星田小学校敷
地に新しい学校を設置

【概要】星田小学校と旭小学校を統合し、旭小学校敷地
に新しい学校を設置

【 メ モ 】

【 メ モ 】

【 メモ 】【 メモ 】

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

旭小学校 374 341 292 246 216 196 184

（新）小学校 738 683 632 515 470 429 395

※（新）小学校：星田小校区・妙見坂小校区の児童が就学

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

旭小学校 374 341 292 246 216 196 184

（新）小学校 738 683 632 515 470 429 395

※（新）小学校：星田小校区・妙見坂小校区の児童が就学

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

妙見坂小学校 376 389 337 257 238 218 200

（新）小学校 736 635 587 504 448 407 379

※（新）小学校：星田小校区・旭小校区の児童が就学

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

妙見坂小学校 376 389 337 257 238 218 200

（新）小学校 736 635 587 504 448 407 379

※（新）小学校：星田小校区・旭小校区の児童が就学



メリット

学校統合案(24)(25)
学校統合案（24） 学校統合案（25）

デメリット

メリット

デメリット

・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.6km）
（星田4丁目や星田6丁目などの地域では、すぐ近くにある
星田小学校を通過しての通学となる。）

・将来的な妙見坂小学校及び旭小学校の小規模化が解消される。

・通学距離が2km程度を超える地域がある。（最長約2.4km）

・将来的な妙見坂小学校及び旭小学校の小規模化が解消される。

・隣接する旧給食センター敷地（1.322㎡）の活用が可能。

・他の小学校区をまたいでの、または、迂回しての通学と
なる地域がある。

・将来的に星田小学校が小規模化する見込みである。

・将来的に星田小学校が小規模化する見込みである。
・他の小学校区をまたいでの、または、迂回しての通学と
なる地域がある。

【概要】妙見坂小学校と旭小学校を統合し、妙見坂小学
校敷地に新しい学校を設置

【概要】妙見坂小学校と旭小学校を統合し、旭小学校敷
地に新しい学校を設置

【 メ モ 】

【 メ モ 】
児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

星田小学校 362 294 295 258 232 211 195

（新）小学校 750 730 629 503 454 414 384

※（新）小学校：妙見坂小校区・旭小校区の児童が就学

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

星田小学校 362 294 295 258 232 211 195

（新）小学校 750 730 629 503 454 414 384

※（新）小学校：妙見坂小校区・旭小校区の児童が就学



学校統合案(26)(27)(28)

メリット

デメリット

学校統合案（28）

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.1km）

・将来的な星田小学校、妙見坂小学校及び旭小学校の小規模化が解消される。

・隣接する旧給食センター敷地（1.322㎡）の活用が可能。

・（新）小学校で一時的に適正規模を上回る見込みである。

【概要】星田小学校・妙見坂小学校・旭小学校を統合し、
旭小学校敷地に新しい学校を設置

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

（新）小学校 1112 1024 924 761 686 625 579

※（新）小学校：星田小校区・妙見坂小校区・旭小校区の児童が就学

メリット

デメリット

学校統合案（26）

メリット

デメリット

学校統合案（27）

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.2km）

・将来的な星田小学校、妙見坂小学校及び旭小学校の
小規模化が解消される。

・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。
・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.6km）

・将来的な星田小学校、妙見坂小学校及び旭小学校の
小規模化が解消される。

・（新）小学校で一時的に適正規模を上回る見込みである。
・（新）小学校で一時的に適正規模を上回る見込みである。

・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

【概要】星田小学校・妙見坂小学校・旭小学校を統合し、
星田小学校敷地に新しい学校を設置

【概要】星田小学校・妙見坂小学校・旭小学校を統合し、
妙見坂小学校敷地に新しい学校を設置

【 メ モ 】

【 メ モ 】

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

（新）小学校 1112 1024 924 761 686 625 579

※（新）小学校：星田小校区・妙見坂小校区・旭小校区の児童が就学

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

（新）小学校 1112 1024 924 761 686 625 579

※（新）小学校：星田小校区・妙見坂小校区・旭小校区の児童が就学

【 メ モ 】



児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

（新）小学校１ 556 512 462 381 343 313 290

（新）小学校２ 556 512 462 380 343 312 289

※（新）小学校１：妙見坂小校区の一部・星田小校区の児童が就学

※（新）小学校２：妙見坂小校区の一部・旭小校区の児童が就学

※（新）小学校１と２が同数の児童数となるような学校区とした場合

学校統合案(29)(30)

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

（新）小学校１ 556 512 462 381 343 313 290

（新）小学校２ 556 512 462 380 343 312 289

※（新）小学校１：星田小校区の一部・妙見坂小校区の児童が就学

※（新）小学校２：星田小校区の一部・旭小校区の児童が就学

※（新）小学校１と２が同数の児童数となるような学校区とした場合

メリット

デメリット

・通学距離が大きく延びる地域がない。（最長約2.0km）

・将来的な星田小学校、妙見坂小学校及び旭小学校の小規模化が解消される。

・旭小学校敷地は、隣接する旧給食センター敷地（1,322㎡）の活用が可能。

・地域コミュニティに大きな影響を与えるおそれがある。

【概要】妙見坂小学校区と星田小学校区の一部を統合する ⇒（新）小学校１
旭小学校区と星田小学校区の一部を統合する ⇒（新）小学校２

【 メ モ 】

地図上の（新）小学校区の境界は一例
である。
（新）小学校区の境界は、児童生徒数
や通学の安全性等を考慮し定める。

・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

学校統合案（29）

メリット

デメリット

・将来的な星田小学校、妙見坂小学校及び旭小学校の小規模化が解消される。

・旭小学校敷地は、隣接する旧給食センター敷地（1,322㎡）の活用が可能。

・地域コミュニティに大きな影響を与えるおそれがある。

【概要】星田小学校区と妙見坂小学校区の一部を統合する ⇒（新）小学校１
旭小学校区と妙見坂小学校区の一部を統合する ⇒（新）小学校２

【 メ モ 】

地図上の（新）小学校区の境界は一例
である。
（新）小学校区の境界は、児童生徒数
や通学の安全性等を考慮し定める。

・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。

学校統合案（30）

・通学距離が延びる地域がある。（最長約2.0km）



学校統合案(31) ・小中学校統合案(10)

小中学校統合案（10）

メリット

デメリット

・通学距離が延びる地域がある。（最長約1.5km）
（星田7丁目などの地域では、すぐ近くにある(新）小中学校
を通過しての通学となる。）

・将来的な星田小学校及び妙見坂小学校の小規模化が解消される。

・第三中学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

・将来的に旭小学校が小規模化する見込みである。

【概要】星田小学校・妙見坂小学校・第三中学校を統合
し、第三中学校敷地に新しい学校を設置

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

（新）中学校 627 524 466 388 334 301 285

旭小学校 374 341 292 246 216 196 184

（新）小学校 738 683 632 515 470 429 395

※（新）中学校：第三中校区の生徒が就学

※（新）小学校：星田小校区・妙見坂小校区の児童が就学

【 メ モ 】

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

第三中学校 627 524 466 388 334 301 285

（新）小学校１ 556 512 462 381 343 313 290

（新）小学校２ 556 512 462 380 343 312 289

※（新）小学校１：旭小校区の一部・星田小校区の児童が就学

※（新）小学校２：旭小校区の一部・妙見坂小校区の児童が就学

※（新）小学校１と２が同数の児童数となるような学校区とした場合

メリット

デメリット

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.6km）

・将来的な星田小学校、妙見坂小学校及び旭小学校の小規模化が解消される。

・地域コミュニティに大きな影響を与えるおそれがある。

【概要】星田小学校区と旭小学校区の一部を統合する ⇒（新）小学校１
妙見坂小学校区と旭小学校区の一部を統合する ⇒（新）小学校２

【 メ モ 】

地図上の（新）小学校区の境界は一例
である。
（新）小学校区の境界は、児童生徒数
や通学の安全性等を考慮し定める。

・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

学校統合案（31）

・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。



小中学校統合案(11)(12)(13)(14)
小中学校統合案（12）

メリット

デメリット

・通学距離が2kmを超える地域がある。 （最長約2.2km）

・小中一貫教育の成果を認識しやすい教育環境が確保できる。

・（新）小中学校うち、小学校部分で一時的に適正規模を
上回る見込みである。

・将来的な星田小学校、妙見坂小学校及び旭小学校の
小規模化が解消される。

・星田小学校敷地は比較的敷地面積が小さい。

【概要】星田小学校・妙見坂小学校・旭小学校・第三中
学校を統合し、星田小学校敷地に新しい学校を設置

【 メ モ 】

メリット

デメリット

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.6km）

・将来的な星田小学校、妙見坂小学校及び旭小学校の小規模化
が解消される。

・妙見坂小学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

・（新）小中学校うち、小学校部分で一時的に適正規模を
上回る見込みである。

【概要】星田小学校・妙見坂小学校・旭小学校・第三中
学校を統合し、妙見坂小学校敷地に新しい学校を設置

【 メ モ 】

小中学校統合案（13）

・小中一貫教育の成果を認識しやすい教育環境が確保できる。

小中学校統合案（14）

メリット

デメリット

・通学距離が2kmを超える地域がある。（最長約2.1km）

・（新）小中学校うち、小学校部分で一時的に適正規模を
上回る見込みである。

【概要】星田小学校・妙見坂小学校・旭小学校・第三中
学校を統合し、旭小学校敷地に新しい学校を設置

【 メ モ 】

・将来的な星田小学校、妙見坂小学校及び旭小学校の小規模化
が解消される。

・隣接する旧給食センター敷地（1.322㎡）の活用が可能。

・小中一貫教育の成果を認識しやすい教育環境が確保できる。

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

（新）中学校 627 524 466 388 334 301 285

（新）小学校 1112 1024 924 761 686 625 579

※（新）中学校：第三中校区の生徒が就学

※（新）小学校：星田小校区・妙見坂小校区・旭小校区の児童が就学

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

（新）中学校 627 524 466 388 334 301 285

（新）小学校 1112 1024 924 761 686 625 579

※（新）中学校：第三中校区の生徒が就学

※（新）小学校：星田小校区・妙見坂小校区・旭小校区の児童が就学

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

（新）中学校 627 524 466 388 334 301 285

（新）小学校 1112 1024 924 761 686 625 579

※（新）中学校：第三中校区の生徒が就学

※（新）小学校：星田小校区・妙見坂小校区・旭小校区の児童が就学

小中学校統合案（11）

メリット

デメリット

・通学距離が延びる地域がある。（最長約2.0km）

・小中一貫教育の成果を認識しやすい教育環境が確保できる。

・（新）小中学校うち、小学校部分で一時的に適正規模を
上回る見込みである。

・将来的な星田小学校、妙見坂小学校及び旭小学校の
小規模化が解消される。

・第三中学校敷地は比較的敷地面積が大きい。

【概要】星田小学校・妙見坂小学校・旭小学校・第三中
学校を統合し、第三中学校敷地に新しい学校を設置

【 メ モ 】

児童生徒数（人）

H28 R2 R7 R12 R17 R22 R27

（新）中学校 627 524 466 388 334 301 285

（新）小学校 1112 1024 924 761 686 625 579

※（新）中学校：第三中校区の生徒が就学

※（新）小学校：星田小校区・妙見坂小校区・旭小校区の児童が就学


